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東方正教会における祭服の形態とその意味
　　　　　　　　　東京学芸大　　中橋　美智子
　　　　　　　　　船舶蟻装品研　村山　雅己
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【目的】　キリスト教三大宗派の一つである東方正教会の典礼で現在聖職者が実際に着装
している衣服＝祭服は独特な形態をなしており機能的な意味はなく、総て宗教上の意味が

つけられている。またパーツは約3 0点ほど挙げられ、着装の特色としては四つの主な階
級（主教職・司祭職・輔祭職・教衆者）に分類され。下位から上位の階級の順で重ね着の

状態をなしている。祭服の起源はキリストが存在していたとされる紀元4 0年頃から始ま

り、ビザンティン帝国の時代に栄えたとされる。この祭服に

ついて、それぞれのパーツの形態とその意味を調査し、併せ
て歴史的な着装起源についても考察を試みた。

【方法】　日本’ギリシャ’ロシアでの実態を把握し、イコ　ffi
ン（東方正教会における宗教画）に描かれている聖人の祭服

により歴史的考察を行うとともに、聖人伝・聖書なども資料

として調査を行った。

【結果】　歴史的な考察を行ったものの一つとしてサッコス

（主教祭服）のパーツを挙げてみると、イコンの年代などか

ら推察し、１ ５・１６世紀には存在していたことが確定でき

た。また、着装起源は東ローマ帝国初期の４世紀頃というこ

とが推定される。

（図の中央はサッコスで両側はフェロンを着装）

2Ga－2 アメリカン・ギルドの研究(6)一布の染色について
　　　　　　　　　　　　　　　尚綱女短大　玉田　真紀

目的　アメリカのギルドに使用されてきた布は、木綿を主として、絹、毛、麻と毛の交織など様々

な素材がにられるﾚ一枚布のペットカバーや■Jjーテンなど室内川の布、あるいは衣服だった布を再

利川したり、扱ち落した後の布を使川したものが多く、それぞれの時代を反映する資料と言える。

ギルドの布にどんな染色や捺染技法が使われているかは、それだけでは決定的な判断m準にはなら

ないが、ギルド製作の年代や製作過程を考察する手がかりとなる。研究(6)では、赤系の木綿の染

色布を巾心に、染料や捺染技法の発達がどんな影響を与えたか考察した。

方法　文献よりlSlii紀から20世紀の欧米における染料と捺染技法の発達を訓べた。さらに、共立

女子大学所蔵のギルド　60点を資料として、そこに川いられた布の染色と捺染方法について、明記

されていた製作年代と照らし合わせて検討した。

結果　赤、m. （茶を含）、黄、緑、青、紫、黒系の色相別にどんな染料が川いられてきたか考察

した結果、赤系の特に鮮やかな赤の木綿布は、染料の発達と共に、かつては高価で憧れだった布が

千軽に囃入できる布になり、ギルド製作に影響を及ぼしたことがわかった。西洋茜で染めたターキ

ーレッドはアメリカでは輸入された高価な布たった。コチニールの染料も四欧を経山して入ってき

ており、鮮やかな赤の布は、1 869年アリザリンが作成されアメリカでも生糸可能になって初めて

一般に釧こ入る身近な布となった。この赤の布は洗濯しても泣き出さない布として白と組み合わせ

たギルドがたくさん作られた。赤の刺繍糸で図柄を入れたギルドの流行ももたらした｡鮮やかな赤

の布とその染料の識別は今後ギルドの製作年代を判断する千がか｡りとなると思われる。
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